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道
路
や
鉄
道 、
飛
行
場
や
ダ
ム
建
設
の

よ
う
に 、

環
境
に
大
き
な
影
書
を
与
え
る

可
能
性
の
あ
る
大
規
模
な
開
発
事
業
で
は

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
不
可
欠
で
あ
る 。風

f

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
環
境

影
響
評
価）
は 、
環
境
に
著
し

い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
事

業
が
行
わ
れ
る
際 、

そ
の
事
業
の
環

境
へ
の
影
響
を
事
前
に
調
査 、
予
測 、

評
価
し 、
環
境
保
全
の
対
策
を
検
討
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
制
度
で
あ
る 。
環
境

に
や
さ
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ

る
風
力
発
電
所
の
設
置
の
際
に
も
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
る 。

風
力
発
電
の
メ
リ
ッ
ト

は 、
風
を
利
用

す
る
た
め
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず 、

環
境
負
荷
が
少
な
い
点
と 、
時
間
帯
に
関

係
な
く
発
電
で
き
る
点
で
あ
る 。
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す
る
パ
ー

ソ
ル
ホ
ー

ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
和
田
孝

雄
社
長）
は 、
住
ま
い

探
し
と
就
職
の
両
立
支

援
を
自
的
と
し
た
二
不

安
定
な
居
住
状
態
の
若

者
や
女
性
へ
の
就
労
支

援
と
住
ま
い
探
し
の
粗

ア」
事
業
責
任
者
で
あ
る
襲
峡
群

（
キ
ョ

ウ
イ
グ
ン）

氏
は 、

外
国

籍
や
L
G
B
T
Q 、

障
害
者 、

被

災
者
な
ど
の
住
宅
弱
者
に
フ
レ
ン

ド
リ
ー

な
物
件
検
索
や
住
ま
い
探

し
サ
ポ
ー
ト

の
取
り
組
み
を
紹
介

し 、
「
自
身
が
外
国
籟
で 、

家
族

も
家
探
し
に
苦
労
し
た
経
験
が
あ

年
誠
3

恒
部学

本
産

賀
動不

風
力
発
電
の
設
置
場
所
は 、
風
が
強
く

安
定
し
て
吹
く
雌
域
が
遺
し
て
い
る 。
例

え
ば 、
高
風
速
雌
域
や
海
岸
沿
い 、
風
の

通
り
道
と
な
る
山
間
部
な
ど
で
あ
る 。
こ

う
し
た
場
所
は
風
力
発
電
の
効
率
が
高
ま

リ 、
エ
ネ
ル
ギ
ー

収
益
の
向
上
に
も
寄
与

す
る 。
騒
音
発
生
や
景
観
を
揖
な
う
と
し

て
も
周
囲
に
人
が
い
な
け
れ
ば
揖
害
発
生

の
リ
ス
ク
も
低
い 。

更
に 、
風
力
発
電
に
は
長
期
的
に
見
る

と
経
済
的
な
利
点
も
あ
る 。
一
度
設
置
す

れ
ば
比
較
的
低
コ
ス
ト

で
電
力
を
供
給
で

き
る 。
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判
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を
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
を
広
げ
て

費
用
等
に
つ
い
て 、
イ
メ
ー

ジ
が

い
る
と
同
社
の
取
り
組
み
に
つ
い

具
体
的
に
な
っ

た」
と
述
べ 、

ニ

て
触
れ 、
「
本
日
は
6
人
体
制
で

人
暮
ら
し
と
な
る
と
お
金
が
必
要

就
労
支
援
を
行
う」
と
し
た 。

に
な
る 。
ま
ず
は
仕
事
を
探
し
た

あ
い
さ
つ
後
に 、
就
労
支
擾
と

い」
と
話
し
た 。
困
難
を
抱
え
る

住
ま
い
探
し
に
分
か
れ
て 、
相
談

若
い
女
性
を
支
援
す
る
若
草
プ
ロ

会
を
開
始
し
た 。
就
労
と
住
ま
い

ジ
ェ
ク
ト

理
事
の
佐
藤
静
江
氏

探
し
の
同
方
を
相
談
に
来
た
男
性

は 、「
具
体
的
に
同
サ
イ
ト

の
サ
ー

し
か
し
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る 。
大
規
模

な
風
力
発
電
所
の
建
設
に
は
高
額
な
初
期

投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や 、
風
の
強
さ

や
安
定
性
が
不
確
定
で 、
発
電
効
率
に
ば

ら
つ
き
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る 。
ま
た 、

風
車
の
回
転
音
が
騒
音
問
題
を
引
き
起
こ

す
こ
と
や
景
観
へ
の
影
響
に
よ
リ
地
域
住

民
か
ら
反
対
運
動
が
起
こ
る
こ
と
も
あ

る 。
更
に 、
風
車
が
野
生
動
物
に
与
え
る

影
響 、
特
に
鳥
類
と
の
衝

突（
バ
ー
ド

ス
ト

ラ
イ
ク）

も
問
題
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に 、
風
力
発

電
に
は
メ
リ
ッ
ト

も
大
き
い
が
デ
メ
リ
ッ

ト
も
存
在
す
る 。
し
た
が
っ

て 、
設
置
さ

れ
れ
ば
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
と
は
い

え 、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
不
可
欠
で
あ

り 、

開
発
前
に
環
境
へ
の
影
響
を
評
価

し 、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る 。
実
際 、
99
年
か
ら
24
年
3
月
ま

で
に
行
わ
れ
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
8
5

4
件
の
う
ち 、
5
4
2
件
が
風
力
発
電
所

で
あ
っ

た 。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
風
力

発
電
所
の
建
設
や
運
営
に
お
け
る
環
境
負

荷
を
減
少
さ
せ 、
地
域
住
民
や
生
態
系
へ

の
負
荷
を
最
小
限
に
抑
え 、
持
続
可
能
な

開
発
を
進
め
る
た
め
の一
歩
と
な
る
こ
と

で 、
風
力
発
電
の
普
及
が
期
待
さ
れ
る 。

以
上
を
踏
ま
え 、
風
力
発
電
所
は
今
後

も
増
加
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が 、
埠
域
の
景
観
や
近
隣
住
民
の
生

活
環
境
を
考
慮
し 、

適
切
な
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト

を
実
施
し
た
上
で
増
や
す
べ

き
だ
と
考
え
る 。

霰
員
コ
メ
ン
ト】

風
力
発
電
は
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
注
自
さ
れ
る
が 、

ア
セ
ス
対
象
事
業
は
事
業
開
始
前
に
方
法

書 、

準
備
書 、
評
価
書
な
ど
作
成
し
て
審

査
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず 、
大
変
な
手
間
と

時
間
が
掛
か
る 。
20
年
余
間
の
ア
セ
ス
の

6
割
以
上
が
風
力
発
電
所
で 、
普
及
を
妨

げ
る
要
因
に
な
っ

て
い
な
い
か
検
討
す
べ

き
と
思
わ
れ
る 。

（
浜
島
裕
美）

卜

輯氏が相談者と実際に物
索しながら部屋探しを千

グ
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東
京
カ
ン
テ
イ
に
よ
る
と 、
11

月
の
首
都
躙
新
築
戸
建
て
住
宅
の

平
均
価
烙
は 、
前
月
比
0
。
5
%

プ
ラ
ス
の
4
5
6
2
万
円
と
連
続

で
上
昇
し
た 。
都
県
別
で
は
東
京 ――

都
が
同
1
.
7
％
プ
ラ
ス
の
5
5-

1
7
万
円
と
連
続
で
上
昇 。
神
奈

川
県
は
同
4
.
3
％
プ
ラ
ス
の
4

9
5
2
万
円
と
上
昇
に
転
じ
た 。

千
葉
県
は
同
0
.
3
％
マ
イ
ナ
ス一

璽晨
F

Q
で
推
奨
[

預
り

金
保
証
募
集
開
始
―

日
管
協
｛

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
（
日

｝

饂 、
塩
見
紀
昭
会
長）
は 、
「
日
L

管
協
預
リ
金
保
証
制
度」
の
新
規

[

申
し
込
み
を
開
始
し
た 。

一

国
土
交
通
省
の
賃
貸
住
宅
管
理
炉

業
法
F
A
Q
集
に 、
オ
ー

ナ
ー

に

引
き
渡
す
家
賃
等
の
「
預
り
金
へ

〉一

の
保
全
措
置
の
必
要
性」
と
「
そ

の
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
賃
』 ／

貸
住
宅
管
理
業
者
と
し
て
望
ま
し

ー

い
状
態
で
あ
る
こ
と」
が
朗
示
さ
占

れ
た 。
日
管
協
は 、

預
り
金
へ
の
3

保
全
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
こ
と
）

を 、
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
を
営
む
宝

上
で 、
望
ま
し
く
な
い
状
態」
と
co

の
考
え
を
示
し
た 。

宍

同
制
度
は 、
加
入
会
社
に
万一

竺

倒
産
等
が
発
生
し
た
場
合 、
加
入

ミ

会
社
が
預
か
っ

て
い
る
オ
ー

ナ
ー
、
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